
甲州定期巡回・随時対応型訪問介護看護ステーション 

２０２２年度 第 2回 介護医療連携推進会議  

●資料送付日  ２０２３年 ３月 ２日（木） 

●資料送付先  計 13名     

  地域住民代表：社協役員、区長 

笛 吹 市  ：介護保険課職員、地域包括支援センター職員 

  施設側役職員：部門長、課長、事業責任者、事務部長、地域医療医師、事務局    

 
２０２２年度第２回介護・医療連携推進会議について新型コロナウィルス感染拡大防止のため、開催を自粛し

書面による代替開催とした。 

 

＜議 題＞ 

１.事業概況について  
資料送付し活動報告を行った。 

１） 事業所の現状報告について 
   １．利用状況・訪問状況 

     月別利用者数、地域別利用者数、介護度別利用者数、月別訪問件数、 

看護・リハの訪問件数と訪問時間、１回あたりの訪問時間 

２．サービス利用者状況 

  ２月～サービス開始利用者の様子等 

２） 事業所の取り組みについて 
  １.サービス・事業所紹介パンフレットの作成と配布 

2.リハケア合同研究大会での演題発表 

 

２．質疑応答意見交換の状況 
  資料添付のアンケートにてご意見・ご質問等を伺った。   

議題 １）事業所の現状報告について 

   ●全体の９割以上が単身または老々世帯の方であるとのコメントがありましたが、そういった世帯 

     の方が在宅での生活を維持していくうえで定期巡回のサービスは不可欠なサービスであり 

     相性のよいサービスであることがわかりました。 

   ●八代・境川・芦川の利用者は０人との事ですが、その点をもっとアピールした事業運営を行って 

     いただけたらと思う。 

   ●利用者が安定的に利用されていること、一度利用したら、次回もと思うと考えます。 

   ●介護度別利用者数の説明で担当者の仕事の大変さがわかる。私たちの区でも高齢者世帯、 

     老人単身者が増加しているので、新規利用の問い合わせも増加すると思うので、何卒宜しく 

       お願いしたい。 

議題 ２）事業所の取り組みについて感想 

   ●パンフレットの文字を大きく、写真のコマ数を減らして、写真を大きくしたらよい。 

   ●パンフレットは区役員、シニアクラブ会員にとって、大変参考になりありがたい。 

   ●研究的な取り組みについて、とても有意義であると思います。サービスそのものの有効性を 

     どこで評価していくかは、難しい部分ではありますが、今後とも、研究的な視点での分析を 

     していただけるとありがたいです。 

 

◇ その他ご意見ご要望等 

        ●報告資料1ページの地域別利用者について、利用者 16名となっていますが、14名の間違い 

      でないですか？と意見がありました。こちらの資料作成の際、確認不足により間違いがあったこと 

      のお詫びの連絡し、また資料の訂正を行いました。 

     ●介護者のアクシデントで入院者が出れば、人数が少なくなります。その時の新しい利用者を 

       どうするかを考えなければ思います。 



     ●SNS、動画による情報配信は、イメージが伝わりやすくて良いと思う。 

     ●コロナ渦に振り回された数年間、それまで以上にご苦労もあったことと思われますが、市民にとっ

て必要なサービスであると思います。これからもよろしくお願いします。 

     ●一年間大変お世話になりました。 

     

＜次回開催について＞ 

次年度第１回の会議は２０２３年８月を予定しているが、新型コロナウィルス感染状況を注視しつつ開催を検

討したい。 


